
一
る
。
本
村
の
数
少
な
い
特
産
物
の
中
、
一
実
の
原
本
不
足
の
弗
常
時
在
克
服
す
る
-
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
を
引
き
起
っ
て
い
る
。
柁
は
黄
色
で
あ
わ
立
つ
よ

会
番
一
闘
争
の
所
得
舗
は
現
在
で
最
高
の
位
置
を
一
に
は
、
栽
培
者
の
技
術
向
寺
カ
バ
I
一
こ
す
こ
菌

1
Zら
れ
る
セ
イ

2
2咲
き
、
茎
は
了
一
一
一
メ
ー
ト
ル
に

)

恒

員

7
一
弔
問
山
占
め
て
お
り
、
農
家
所
得
の
最
大
の
源
一
す
る
他
は
な
く
、
少
な
い
原
木
で
吋
知
一
ア
ワ
ダ
チ
草
が
大
洲
地
も
な
る
大
型
多
年
草
。
十
月
l
十
一
月

一

集

委

7
一E
話

一

一

一

一

)

一

上

電

一

で

あ

る

0

1

一
何
に
す
れ
ば
少
し
で
も
多
く
の
収
穫
が
一
て
方
こ
焚
殖
し
始
め
て
二
に
か
け
て
開
花
、
花
粉
が
粘
膜
@
咽
頭

一

集

辺

一

尾

糊

一

口

1

一

、

一

え

汁

I

¥

日

一

編

編

伺

一

三

私

主

Z
今
一
史
申
上
げ
る
ま
で
も
な
一
得
ら
れ
る
か
、
採
取
時
期
乾
牒
技
術
↑
備
年
も
う
戸
辺
村
ヘ
気
管
支
を
刺
激
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

5
一

-

報

間

一

明

附

一

い

こ

と

で

あ

る

が

、

現

在

一

番

痛

感

さ

一

等

々

に

よ

り

価

格

の

上

下

は

甚

し

い

口

同

一

に

も

入

っ

て

い

る

こ

と

が

状

在

引

き

起

こ

す

。

十

月

に

行

わ

れ

た

2
一

ド

壁

一

刷

湘

一

れ

る

こ

と

は

、

乙

の

準

再

生

産

に

必

要

一

物

で

あ

る

か

ら

、

良

質

の

生

産

に

努

力

一

H

年

4

月
こ
正
っ
て
わ
よ

ζ
大
グ
ル
ー
プ
を
忠
と
す
る
「
花
粉

2

1

l

「
十
一
な
原
木
不
足
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
山
一
し
農
業
所
得
の
向
上
量
り
た
い
も
の
一
花
士
。

l
f

ヵ

旦

の

一

疫

学

調

査

に

よ

っ

て

ぜ

草

一

J

一
村
で
あ
り
な
が
ら
、
村
外
よ
り
購
入
し
一
で
あ
る
o

y

E

一
の
う
と
の
毒
性
の
強
い
花
ん
そ
く
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
カ
タ
ル
ω

チ

笠

一

栽

培

に

取

り

組

ま

ね

ば

な

ら

な

い

現

実

一

「

緑

そ

愛

す

る

」

の

言

葉

は

最

近

公

害

一

毒

は

は

、

不

思

議

と

工

事

現

結

膜

炎

な

ど

の

花

粉

症

の

一

酉

と

な

る

W

4
一

一

は

、

誠

に

残

念

な

こ

と

で

あ

る

が

今

の

一

問

題

か

ら

大

都

市

ほ

ど

強

ぐ

叫

ば

れ

て

z

滅
場
(
埋
立
地
)
に
繁
殖
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
吋

和

一

一

と

こ

ろ

仕

方

が

な

い

。

一

い

る

言

葉

張

、

震

は

ど

2基
一

r概
す
る
。
村
内
で
は
、
横
大
洲
地
万
で
は
、
観
賞
用
と
し
で
庭
灯

昭

一

¥

一

良

い

椎

茸

作

り

は

、

先

づ

良

い

原

木

一

村

は

く

ぬ

ぎ

林

そ

愛

し

、

緑

且

京

な

郷

一

つ

J

配
山
車
問
の
埋
立
地
、
植
に
高
接
栽
培
し
て
い
る
の
そ
一
軍
か
ら
タ

一

r
{

一
作
り
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
一
土
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
、
一
あ
作
法
埋
立
地
、
稲
谷
の
見
か
け
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
河
辺
で
も
い
一

一

一

乙

の

原

木

不

足

場

名

記

す

る

で

一

種

々

、

憲

章

う

が

き

に

竺

も

ワ

道

路

附

近

に

い

っ

の

間

あ

ま

り

花

が

き

れ

い

な

の

で

食

卓

に

飾

ぐ

一

時

間

j

f
富
山
・
}
一
斗
で
あ
る
。
と
の
当
一
あ
ろ
う
、
将
来
に
そ
な
え
て
い
さ
よ
と
ま
し
た
が
、
最
後
に
今
回
の
研
修
に
、
一
ア
に
か
育
ち
、
十
月
中
旬
っ
た
家
庭
も
あ
る
と
聞
い
た
が
、
乙
ん

t

咽

)

1

翻
盤
F
H

想
ぅ
J

T

m
河
辺
村
も
重
量
熱
が
急
速
一
遅
れ
た
感
も
す
る
が
、
今
か
ら
で
も
遊
一
森
林
組
合
長
さ
ん
を
中
心
と
し
た
職
員
一
に
伺
草
む
ら
の
中
に
一
ぎ
わ
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
来
年
に
備
え
て

ι

三
年
よ
り
少
年
い
一
室
主
の
一
行
に
襲
警
一
に
高
ま
り
今
日
の
生
産
実
績
が
よ
る
よ
一
く
は
な
い
、
一
日
も
早
く
、
一
本
で
も
す
位
の
行
き
届
い
た
引
霊
心
よ
り
敬
一
辺
イ
一
向
く
黄
色
い
美
じ
い
花
こ
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
室
見
つ
け
恥

三
季
節
の
変
り
目
を
感
じ
一
と
し
て
参
加
さ
せ
て
戴
い
た
の
で
あ
一
う
に
な
っ
た
ζ
在
、
乙
の
先
生
の
お
玄
く
原
木
の
育
成
に
努
力
し
回
収
の
早
一
意
と
感
謝
の
雲
表
し
、
生
産
組
合
員
一
河
悼
を
咲
か
せ
て
い
た
o

た
ら
、
根
か
ら
掘
り
起
し
て
焼
き
す
て
闘

士

る

去

る

九

月

七

日

、

朝

一

る

o

一
川
時
一
空
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
あ
る
一
い
く
ぬ
ぎ
林
の
村
に
し
た
い
も
の
で
あ
一
の
皆
様
方
ん
よ
り
森
林
組
合
蓄
を
一
乙
の
草
花
は

4
ア
メ
る
よ
う
み
ん
な
で
撲
滅
し
た
い
も
の

F

士
の
涼
し
さ
そ
肌
身
露
天
候
も
、
絶
好
の
秋
田
和
に
恵
ま
れ
一
ま
ト
。
特
心
不
村
に
お
い
て
の
指
導
は
一
る
。
こ
の
官
、
い
ち
速
く
着
服
さ
れ
一
し
た
、
生
産
と
系
統
販
'
ま
雪
強
化
丁
カ
産
の
雑
草
で
戦
後
日
本
に
帰
化
し
で
す
。

一
一
じ
な
が
ら
午
前
室
ニ
で
こ
の
一
行
の
研
修
を
翠
し
て
い
一
昼
夜
を
問
手
、
景
品
ま
で
実
施
一
森
林
組
合
に
お
い
て
、
書
事
業
員
一
さ
れ
増
々
の
御
官
を
祈
念
い
た

Z
一
て
以
来
、
激
し
い
勢
い
で
各
地
に
広
ま

一
一

-1
十
分
、
定
刻

κ全
員
集
一
る
戸
の
き
で
あ
っ
た
。
途
中
、
呈
さ
れ
て
お
り
、
地
理
的
に
も
大
警
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
一
の
で
あ
り
ま
す
‘
一

Jejvo。パ
t
o
i
l
l
i
l
i
-
-
o
o
j
i
l
l
-

一
一

¥
f
dの

豊
を
後
一
子
関
係
で
予
定
よ
り
到
着
時
刻
が
一
に
各
所
の
立
地
条
件
ま
で
把
握
さ
れ
て
一
心
か
ら
敬
服
い
だ
す
次
第
で
あ
る

o

現
一
(
産
業
課
船
田
将
則
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
=
一
一
=
一
一
一
一
一

1

一
手
に
し
事
パ
ス
は
一
一
僅
か
に
遅
れ
た
だ
け
で
全
員
無
喜
一
の
お
話
?
号
、
時
折
り
ユ
ー
モ
ア

L
i
l
l
i
-
-ーー
一

猟

銃

に

よ

る

事

故

窓

く

そ

う

一

一

彰

弘

士

一

一

川

詩

話

昨

日

一

日

開

詩

民

主

封

印

担

当

む

一

一

河

辺

村

椎

茸

生

産

者

一

一

日

ド

即

時

間

切

ト

ド

一

命

制

死

守

。

二

f

任

、

品

一
mvh
開
討
十
時
は
町
内
¥
行
訟
は
山
一
町
民
間
時
元
日
諒
一
一
一
鳥
取
研
修
に
つ
い
て
一
二
目
混
同
日
ド

2
1一
智
盟
軒
叶
住
民
間
一
一
北
平
常
本
義
春

の
生
産
意
欲
の
あ
る
篤
一
う
こ
の
対
翠
閣
、
真
新
し
い
近
代
的
豪
一
な
く
終
始
熱
心
な
聴
取
す
で
最
大
限
一
九
月
七
、
八
、
九
日
の
三
日
間
、
こ
ち
に
菌
章
研
究
所
に
管
、
ま
ず
は
一
こ
の
間
、
各
地
の
山
野
に
ひ
び
く
銃
一
い
て
、
丈
一
メ
ー
ト
ル
位
の
話
番
一
一
一
日
の
疲
れ
か
え
る
道
一
株
主

農
家
は
か
り
四
十
三
壮
な
露
で
あ
っ
た

D

満
々
番
手
の
旬
害
さ
れ
た
と
と
は
、
完
投
行
一
ニ
十
八
名
は
河
辺
村
森
林
組
合
主
催
一
研
究
覧
学
総
工
費
三
億
円
余
の
研
究
一
百
円
日
比
一
時
諒
一
昨
日
諸
計
一
刊
誌
説
一
一
よ
り
た
の
し

ゐ
一
行
で
あ
る
。
一
え
た
大
浴
場
で
温
泉
に
ひ
た
り
な
が
一
の
警
生
産
に
大
き
な
プ
ラ
ス
と
7

一
に
て
、
河
辺
村
椎
茸
生
産
者
の
研
修
会
事
の
申
に
は
、
工
費
の
十
分
の

Z
占
一
と
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。
室
、
毎
年
乙

τ触
れ
て
酌
弾
が
暴
発
し
、
本
人
の
顔
一
一

河
辺
村
森
林
組
合
の
一
ら
、
一
日
の
疲
れ
を
躍
す
の
も
旅
な
ら
一
最
大
の
収
穫
で
あ
っ
た
こ
と
が
誠
に
去
を
行
っ
た
。
一
め
る
電
子
顕
微
鏡
二
装
、
電
子
計
算
税
一
の
話
題
中
全
国
的
に
猟
銃
に
よ
る
一
に
命
中
即
死
し
た
。
一
一
「
敬
老
の
日
」
に
寄
せ
て

御
配
慮
と
、
村
山
富
よ
一
で
は
の
昧
で
あ
る
。
一
ば
し
い
限
り
で
あ
忍

c

一
研
修
会
場
は
鳥
取
市
内
の
財
団
法
人
士
基
、
そ
し
て
ど
の
様
な
気
象
条
件
で
一
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
昨
一
以
上
の
よ
う
に
猟
銃
に
よ
る
事
故
一
一
、
日
除
藤

曹
の
柚
理
解
と
併
せ
て
-
さ
て
、
一
夜
明
け
れ
ば
講
演
会
で
あ
一
日
中
貿
易
が
正
常
化
し
た
今
回
、
椎
一
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
角
。
育
一
も
作
る
事
の
出
来
る
恒
温
恒
湿
装
置
等
一
年
の
狩
猟
期
間
中
に
発
生
し
た
事
故
は
一
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
取
扱
い
の
不
注
意
一
一

主
管
課
長
の
親
心
か
ら
一
る
。
講
師
は
約
十
年
目
別
ま
で
、
愛
媛
県
一
安
需
要
度
更
に
増
大
す
る
で
あ
ろ
成
場
で
は
ま
ず
、
逼
菌
育
成
の
概
要
一
が
あ
り
、
こ
こ
で
実
験
、
研
究
さ
れ
た
一
次
の
と
お
り
で
す
。
一
ゃ
油
断
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
一
一
村
じ
い
さ
ん
ば
述
。
ん
お
元
気
で

な
る
命
を
受
似
て
1

不
一
担
当
で
県
下
各
地
指
導
に
当
っ
て
裁
い
一
う
し
従
っ
て
価
格
も
増
々
有
望
視
さ
れ
一
と
そ
の
目
的
こ
つ
い
て
」
場
長
の
話
を
一
経
果
が
普
及
員
の
手
を
経
て
伏
込
場
と
一
。
強
銃
に
よ
る
事
故
発
生
状
況
一
て
と
く
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
一
一
ょ
う
と
そ
九
百
集
い
下
怠
っ
た

聞
き
、
次
い
引
工
場
見
学
在
行
な
っ
一
か
椅
場
等
に
還
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
一
一
信
仰
川

!
?
f
g一
一

だ

さ

い

。

，

一

一

今

日

昼

%

の

天

国

ぜ

同

一

l

l

一

一

区

分

一

一

愛

媛

一

一

O
事

故

防

止

の

心

得

一

一

た
。
見
学
場
所
は
工
場
の
全
工
程
の
内
一
る
。
見
学
後
は
ス
ラ
イ
ド
を
使
つ
て
の
二
件
数
一
全
同
一
県
一
一

O
筆
手
に
し
た
と
き
は
必
ず
タ
マ
の
一
一
ソ
レ
じ
い
さ
ん

最
初
の
駒
を
消
毒
す
る
殺
菌
釜
ま
で
の
一
品
種
を
中
心
と
す
る
講
義
を
聞
い
た
の
一
一
発
生
件
数
一
一
八
一
一
一
六
一
一
装
て
ん
さ
れ
て
い
な
い
と
と
を
確
認
一
一
れ
河
野
日
語
ろ
う
ぜ

工
程
と
最
後
の
で
き
あ
が
っ
た
富
主
で
あ
る
が
、
普
段
見
慣
れ
た
長
と
か
二

1
1
1
1
1寸
1
i
1
1
1こ
す

る

。

ー

二

一

1

リベ

3

一一

E

雪

一

一

レ

〕

一

二

二

一

一

保
存
す
る
冷
蔵
庫
と
試
験
室
を
見
た
た
一
雑
菌
カ
多
く
出
て
き
で
、
な
カ
な
カ
有
一
下

l
I
L
I
-
-ナ
l
二

O
銃
口
は
絶
対
に
人
に
向
け
な
い
。
二
つ

け
て
残
念
な
ζ
と
に
中
聞
の
工
程
は
一
意
義
な
講
義
で
あ
っ
た
。
一
一
傷
者
十
一
七
七
一
四
一
一

O
発
射
の
必
要
な
時
ま
で
タ
マ
を
装
て
一
一
仁

一

一

「

l
l
iト
1
i
l
-
-
l一
一

ん

し

な

い

。

一

一

外
か
ら
部
屋
を
な
が
め
る
ば
か
り
で
内
一
研
修
終
了
後
、
そ
の
日
の
内
に
章
一
定
年
で
発
生
し
た
事
故
六
件
の
一

O
発
射
す
る
時
は
、
必
ず
矢
先
を
襲
一
一

部
長
}
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
と
一
を
見
物
し
、
次
の
宿
泊
地
玉
造
に
向
っ
一
う
ち
、
次
の
よ
う
な
特
異
重
大
事
故
が
一
ず
る
。
一
一

い
う
の
も
、
そ
の
工
程
選
菌
育
成
の
一
た
。
翌
日
の
朝
玉
造
を
出
発
、
日
御
崎
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
一

O
銑
そ
携
帯
、
譲
す
る
と
き
は
、
必
一
一

最
も
大
事
な
工
程
で
あ
る
と
云
う
事
一
の
東
洋
一
の
灯
台
そ
眺
め
出
雲
大
社
に
一
事
例
一
一
ず
お
お
い
を
か
ぶ
せ
る
か
容
器
に
入
一
一

一

一

昭

和

田

十

七

年

十

二

月

十

日

越

智

郡

一

れ

る

。

一

一

て
定
書
状
措
定
し
て
あ
り
雑
菌
室
し
、
河
辺
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
い
一
喜
町
大
字
仁
江
山
道
に
お
い
て
、
猟
一

O
銃
ま
堅
固
な
保
管
庫
に
カ
ギ
を
か
け
一
一
同

の
多
い
人
閣
の
出
会
嫌
う
為
で
す
一
少
な
く
と
も
今
回
の
研
修
で
得
ら
れ
7
一
車
づ
て
帰
宅
し
さ
と
た
ハ
ン
タ
一
色
タ
マ
は
別
々
に
保
管
す
る
。
一
【

が
、
せ
め
て
、
工
場
で
は
聾
菌
盗
事
を
栽
培
に
生
か
し
今
後
の
河
辺
村
の
了
が
、
警
の
タ
マ
を
警
、
空
撃
ち
一
な
ど
、
お
互
い
に
差
し
合
っ
て
こ
一

し
い
管
理
の
も
と
で
大
事
に
扱
か
わ
れ
一
椎
茸
栽
培
が
よ
り
一
層
発
展
す
る
こ
と
一
し
た
と
乙
ろ
、
薬
室
内
に
残
っ
て
い
た
一
と
し
こ
そ
一
件
の
事
故
も
起
ζ
さ
な
い
一

て
い
る
と
言
う
事
で
け
で
も
分
っ
た
と
一
そ
期
待
し
た
い
。
一
散
弾
実
包
が
発
射
し
、
約
四
メ
ー
ト
ル
一
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
副

思
い
ま
す
。
工
場
の
研
修
終
了
後
、
臨
〈
河
辺
村
森
林
組
合
〉
一
の
前
方
に
い
た
長
男
(
小
学
二
年
)
に
(
大
洲
瞥
察
署
)

発行

、河辺村公民館

吋

J
i
l
-
-
j
i
l
-
-
j
l
 

緑
豊
か
な
H

く
ぬ
ぎ
林
H

の
村
づ
く
り

機

不
思
H
H

r' 

C古宮埋立地)

ド金量. . 
'..~) 

噛
論
併
拠
目
白

h
陥
悶
闘

す
H
M剣
ω

田

与
根
夫

乙
れ
が
極
東
浄
土
で
す

腰
の
い
た
み
は
な
い
で
し
ょ
か

入
れ
歯
の
調
子
は
い
か
が
で
す

お
耳
と
お
口
を
寄
せ
あ
っ
て
帥

ソ
レ
じ
い
さ
ん

ホ
ラ
ば
あ
さ
ん

孫
の
自
慢
に
花
咲
か
そ
う

ヤ
タ
ヮ
ン
頭
も
家
宝
な
ら

つ
む

シ
一
ブ
ガ
ー
お
頭
は
福
の
神

兄
ち
ゃ
ん
姉
ち
ゃ
ん
守
り
神

ソ
レ
じ
い
さ
ん

ホ
ラ
ば
あ
さ
ん

愚
痴
は
こ
ほ
さ
ず
え
び
す
顔

村
の
皆
え
」
ん
あ
り
が
と
う

お
心
づ
く
じ
の
慰
め
に

生
甲
斐
感
じ
て
胸
せ
ま
る

ソ
レ
じ
い
さ
ん

~
ホ
ラ
ば
あ
さ
ん

感
謝
の
笑
顔
で
長
生
堂
宇
佐

姉
さ
の
お
ど
り
に
し
わ
伸
ば
し

兄
さ
の
親
切
腰
の
ば
す

友
達
話
し
は
命
の
べ

ソ
レ
じ
い
さ
ん

ホ
ラ
ば
あ
ぢ
ん

(
本
号
は
岩
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
作

品
を
載
せ
ま
し
た
。
益
々
の
ご
活

躍
を
い
の
り
ま
す
。
)

ん
j
j
ι
v
f
i
F

古
よ
広
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h 

果
の
早
期
収
益
そ
図
的
と
じ
て
計
ー
〔
閣
情
縮
伐
の
要
領
〕

圃
密
植
栽
培
が
普
及
し
て
十
年
余
と

A

一
間
伐
と
は
樹
を
間
引
く
こ
と
で
あ

な
り
各
地
マ
密
植
に
よ
る
弊
害
が
見
り
?
縮
伐
と
は
永
久
樹
に
被
害
が
な

受
げ
ら
れ
る
。
U

J

υ

く
~
じ
か
も
そ
の
樹
に
実
そ
付
け
る

ャ
栗
は
日
光
が
当
た
る
と
と
に
よ
っ
こ
と
を
目
的
と
し
て
切
り
縮
め
る
乙

セ
花
右
付
け
宮
内
そ
結
ぶ
性
質
そ
も
っ
と
一
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
間
伐
め

て
お
り
、
密
植
最
躍
に
な
る
と
下
枝
縮
伐
は
密
植
の
程
度
に
よ
っ
て
判
断

等
に
臼
が
当
た
ら
な
く
な
り
下
枝
が
す
べ
き
で
あ
り
、
間
伐
、
縮
伐
実

枯
れ
あ
が
り
竹
ボ
ウ
キ
を
逆
立
ち
し
施
後
隣
の
枝
と
枝
の
間
隔
が
一
メ
l
、

:
た
よ
う
な
形
と
な
っ
て
実
の
成
っ
て
ト
ル
以
上
必
要
で
あ
る
。
縮
伐
で

い
る
と
乙
ろ
は
樹
上
の
み
で
、
単
位
特
に
注
意
し
た
い
点
は
、
下
枝
を
切

~
当
り
の
収
量
は
見
か
け
に
よ
ら
ず
あ
り
落
と
し
上
部
の
み
を
残
す
傾
向
に

曲
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
あ
る
が
、
と
の
よ
5
な
縮
伐
は
劫

一
が
っ
て
、
栗
の
最
感
期
は
五
、
六
年
果
が
あ
が
ら
な
い
。
下
枝
を
永
久
樹

一
生
で
あ
る
と
一
宮
わ
れ
る
が
、
計
画
的
に
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
残
し
、
上

一
に
間
伐
1

縮
伐
を
す
れ
ば
六
年
生
か
部
を
切
り
落
と
す
よ
う
に
す
る
乙
と

L
ご
ら
壬
つ
一
主
体
頃
ま
で
安
定
し
た
高
が
大
切
で
あ
る
。
も
し
縮
伐
を
し

よ
収
遺
志
あ
げ
る
と
と
が
出
来
る
。
ょ
う
と
す
る
樹
に
適
当
な
下
校
が
な

一
高
収
量
を
あ
げ
る
樹
形
は
図
の
よ
い
場
合
は
間
伐
す
べ
き
で
あ
る
。

一
う
広
下
校
か
強
く
躍
り
三
角
形
を
程
間
伐
、
縮
伐
の
開
始
時
期
は
密

一
し
下
校
ま
で
日
光
が
射
す
こ
と
が
条
植
状
態
と
な
っ
た
時
点
(
隣
の
枝
と

一
一
件
で
あ
る
。
(
図
1
)

枝
が
交
差
し
始
め
た
時
を
密
植
状

由

態

と

い

う

)

で

あ

畑

一

り

、

こ

の

状

態

は

、
凶
日

品

川

内

地

力

、

肥

培

管

理

等
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
普
通
五
、

六
年
生
頃
よ
り
間

伐
、
縮
伐
そ
開

始
す
る
。
間
伐

縮
伐
の
時
期
は

収
穫
後
か
ら
三
月

頃
ま
で
で
あ
る

が
、
下
枝
等
の
充

実
を
良
く
す
る
に

は
収
穫
後
で
き
る

だ
け
早
め
に
実
施

す
る
こ
と
が
好
ま

し
い
。

大
洲
農
業
改

良
普
及
所
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